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令 和 ４ 年 度  事 業 報 告 
 

１ 組織・運営体制の強化 

（１）理事会・評議員会の開催 

（２）会員の募集 

① 賛 助 会 員  個  人 ６５人 （７５口） 

             法人団体 １３団体（１３口） 

② 組織構成会員       ３７団体 

 

 

会議名 実施日 主 な 議 題 

理 事 会 

 

５/３１ ・令和４年度補正予算（案）について 

・令和３年度事業報告（案）について 

・令和３年度決算報告（案） 

・監査報告について 

・理事候補者の選定（案）について 

・評議員候補者の選任（案）について 

・部会・運営委員会・連絡会の人事（案）について 

・評議員選任・解任委員会の開催（案）について 

・第１回評議員会の開催（案）について 

評議員会 

 

６/２０ ・役員の選任（案）について 

・令和４年度補正予算（案）について 

・令和３年度事業報告（案）について 

・令和３年度決算報告（案）について 

・監査報告について 

理 事 会  

 

８/３０ ・令和４年度高齢者福祉月間を中心とした敬老行事の取り組み(案)について 

・会長職務実行状況について 

理 事 会 ３/１８ ・令和４年度第２次補正予算（案）について 

・令和５年度事業計画（案）について 

・令和５年度予算（案）について 

・諸規程の一部改正（案）について 

・役員賠償責任保険契約（案）について 

・評議員会の開催（案）について 

・会長職務実行状況について 

評議員会 ３/２８ ・令和４年度第２次補正予算（案）について 

・令和５年度事業計画（案）について 

・令和５年度予算（案）について 

・諸規程の一部改正（案）について 

・役員賠償責任保険契約（案）について 

・会長職務実行状況について 
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（３）善意銀行の運営 

    預託件数（金銭） ６件     ２２１，５１０円 

        （物品） １件    食品、靴下 

    払出件数（金銭）地域福祉活動推進事業 ２４団体 

   福祉ボランティア活動応援資金 ５団体 

   居場所・つどいの場立ち上げ助成  ２団体 

（物品） １件    食品、靴下 

善意銀行払出要綱に基づき３１の地域・団体に払出をおこなった。 

 

（４）広報活動の推進 

① 「社協通信みやこじま」の発行（年４回：７月・１０月・１月・３月） 

 発行部数   ７月  ３７，０００部  １０月  ３７，０００部 

１月  ３７，０００部   ３月  ３７，０００部 

② ホームページ・フェイスブックを活用した広報活動  

 

（５）マスコットキャラクターを活用した取組 

都島区社会福祉協議会のマスコットキャラクター「みやこりん」を活用し、区社協を効果

的にＰＲした。 

１１月１９日(土) 第５回なかまとつながる地域の輪  １件 

 

（６）職員研修会の開催 

① 人権研修 

内 容  「第２回ハラスメントの対応について」 

実施日  １０/１７～２４ インターネットによる動画視聴 

② 全体研修 

内 容  「地域共生社会の実現に向けた権利擁護支援の推進」 

実施日  ８/２６～９/２２ インターネットによる動画視聴 

内 容  「コンプライアンス研修について」 

実施日  ２/１０～３/３ インターネットによる動画視聴 

 

２ 在宅福祉サービスの実施及びその充実 

車いす貸し出し事業 

    区社協利用申請件数          ２４５件 
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３ 地域福祉活動の支援 

（１）活動費助成（共同募金配分金事業） 

総助成金額       ２，１８５，２９０円 

 

（２）地域高齢者食事サービス事業の育成・充実 

 〇 高齢者食事サービス連絡会の開催 ３/２ 

  ・ これまでの活動の振り返り 

  ・ 情報交換 

     

 

（３）「広げよう地域の輪」実施 

 毎年、障がい理解へのすそ野を広げていくことを目的に講座等を実施。今年度は、福祉避

難室の見学とワークショップをおこなった。 

 

（４）「ｃａｆé ま～ぶる」の実施 

 「誰かとお話ししたい」、「何か活動に参加したい」方が、専門職のサポートを受けながら 

 参加できる居場所として実施。 

６/４ バルーンアート体験 

９/２４ 都島区民まつりへの出展 

１１/１２  みやこじま防災大作戦２０２２への参画 

 

（５）みやこじまピアカン（ピア・カウンセリング）の実施 

新型コロナウイルス感染症の影響で、実施できず 

 

（６）福祉まいど相談 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、実施できず 

 

（７） 各種福祉関係事業への助成 

 ・地域福祉活動推進事業【善意銀行払出金】 ８５５，０００円 

 ・福祉ボランティア活動応援資金【善意銀行払出金】 １９０，０００円 

 ・居場所・つどいの場立ち上げ助成【善意銀行払出金】 ７５，０００円 

 ・各種事業助成金【共同募金配分金事業】 ３００，０００円 

 

（８）物品の貸出事業    

福祉教育用具（１件） 防災グッズ（０件） おもちゃ（０件） 
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（９）印刷関連機材貸出事業                         （件） 

貸出機材 高速カラープリンター 拡大機 パウチ機 裁断機 

利用件数 ２９９ １ ４ ２ 

      

（１０）子育て支援ネットワーク会議の取り組みへの参画 

子育て支援ネットワーク会議への参画 ４回（５/１１・８/２５・１１/２３・２/１４） 

   内 容 ア 子育てサロン等、子育て支援施設との情報交換・情報共有 

        イ 子育て支援に関する研修会や子育てネットワークイベントの話し合い 

 

（１１）都島区社会福祉施設連絡会への支援 

① 都島区社会福祉施設連絡会役員会の開催 

 ６/２８  総会の開催について等 

 １/１３ 親睦交流会について等 

② 総会の開催（書面審議） 

       令和３年度活動報告について等 

③ 施設職員研修会の開催 

  １日目：１２/１５ ２日目：２/１６「BCP（事業継続計画）研修」 

 １６施設参加 

 

４ ボランティア・市民活動センターの運営 

（１） 総合相談事業 

総合相談件数   ４８件 

 

（２） ボランティア・市民活動センター実施内容 

〇ボランティア・アドバイザー連絡会 

５/１９ ・令和４年度の取り組みについて 

７/７  ・区民まつりについて等 

８/４  ・阿倍野防災センター施設見学会について等 

１０/６  ・ボランティア講座・交流会について等 

１１/４  ・近況報告等 

２/１４ ・来年度に向けて等 

〇ボランティア学習会 

１１/１  ・阿倍野防災センター施設見学会 

１２/７  ・ボランティア講座・交流会 

   「コロナ禍でもできることから始めてみよう！～ボランティアの輪・和・話～」 

 

 

ボランティア講座・交流会 
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〇福祉教育 

１１/２９ ・桜宮小学校３年生 車いす体験と車いすを利用している方のお話 

１２/１２ ・中野小学校３年生 ボッチャ体験と車いすを利用している方のお話 

２/１０ ・都島中学校２年生 車いす体験（今回は車いすの貸出支援） 

２/１７ ・友渕中学校２年生 体験学習（社協は車いす体験を担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地域支援システムに基づく取組 

   自立支援協議会各専門部会への参加 

開 催 日 内    容 

５/１０ （地域当事者部会）個別避難計画について、コロナ禍の状況共有等 

７/１２ （地域当事者部会）個別避難計画について、コロナ禍の状況共有等 

１０/１１ （地域当事者部会）個別避難計画について、なかまとつながる地域の輪等 

１/１０ （地域当事者部会）個別避難計画について、福祉教育プログラム等 

２/９ （相談支援部会）各事業所からの報告、研修について他 

 

６ 「みやこじま あんしんカプセル」の取り組み 

ひとり暮らしの高齢者などが、自宅で万が一の事態に備えるための取り組み。 

医療情報を「あんしん情報カード」をカプセルに入れ、冷蔵庫内に保管し必要な情報を伝

える。カプセルと冷蔵庫扉には、シールを貼り、カプセルの存在を明示し、緊急時開封し活

用する。各地域福祉コーディネーターや区社協ホームページにて周知。 

 

７ 都島区キャラバンメイト連絡会事務局の運営 

ア 連絡会の開催  ６回 

  （４/２８、６/２４、８/２４、１０/２７、１２/２２、２/２４） 

イ 認知症サポーター養成講座の開催 

 

 

 

 

 

実施日 開催先 参加者 人 数 

９/３０ 大淀コミュニティセンター 関西電力 職員 ５３人 

１０/６ 中野小学校 ４年生 ７１人 

１０/１２ そんぽの家 城北 区内在住・在勤の方 ２１人 

福祉教育 中野小学校３年生 福祉教育 友渕中学校２年
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認知症サポーター養成数 ２９１人 

 

８ 防災に関する取り組み 

（１）みやこじま防災大作戦２０２２ 

 開催日 １１/１２ 

内  容 防災クイズ、防災さんぽ、煙テント、 

キユーピーミニ講座、Caféま～ぶる等 

参加者 約２００名 

協 力 キユーピー株式会社 大阪支店、ファミリーマート都島本通３丁目店 

    合同会社 39.151A、都島区役所、都島消防署 

 

（２）都島区災害救助部長・防災リーダー隊長合同会議への参画  

   合同会議 ５/２８、８/３１、１２/７、２/２２ 防災大作戦への協力依頼および報告 

 

（３）地域防災訓練への参加 ２件 

   区役所との通信訓練等 

 

（４）区社協防災訓練 災害対策本部設置にかかる研修 

 

９ 受託事業の運営 

（１）地域包括支援センターの運営［市公募事業］ 

 ① 総合相談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１/１２ 北大阪福祉専門学校  区内在住・在勤の方 ３人 

１１/２５ 東野田ちどり保育園 保育士  １１人 

  ２/１０ Nttビジネスソリュージョンズ（株） Ntt職員 １００人 

３/１１ ふれあいセンターみやこじま 区内在住・在勤の方  ３２人 

3 4

訪問・出張

電話

来所

その他

延べ相談件数

うち認知症疑い有

相談実人員

うち認知症疑い有

訪問による相談実人員

簡易な相談による入力

家族・家庭問題

経済・生活問題

介護サービスに関すること

介護予防サービスに関すること

介護予防・日常生活支援総合事業に関すること

福祉サービスに関すること

保健・医療サービスに関すること

虐待に関すること

成年後見制度の活用に関すること

生きがいづくり

その他

令和 年度内累計 令和 年度内累計

1283 件

延 9553 件 延 7475 件

相

談

件

数

延 1577 件 延

延 794 件 延 789 件

延 453 件 延 128 件

延 3445 件 延 2848 件

延 12377 件 延 9675

903 人 892 人

197 人 203 人

件

内

容

区

分

258 件 72 件

3813

402 人 398 人

延 291 件 延

件 4087 件

3775 件 2429 件

210 件

647 件 480 件

1145 件 787 件

1158 件 627 件

210 件 339 件

220 件 43 件

393 件 160 件

423 件 494 件

335 件 149 件
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圏域内の高齢者人口は前年度から４８人減少し、１０，９８３人であった。令和４年度は、

相談実人員に対して、延べ相談件数が減少しており、１ケースの対応回数が、13.7回から 10.8

回に減少している。支援困難状況となるまでに適切な介入により終結に至ったと考えられる。

事業の周知とネットワーク構築が活かされてきたものと考えている。 

内容区分では、金銭管理・近隣トラブルなどの「経済・生活問題」が最も多く、増加している。 

② 取り組み 

【地域ケア会議】 

・個別地域ケア会議（複合的に課題を抱えた高齢者を含む世帯の支援について、介護・医療・

障がい・福祉・法律・地域などの多様な関係者で検討する）を１９回実施。 

・自立支援ケアマネジメント検討会議（要支援者の自立に向け、介護支援専門員・医師・リ

ハビリ専門職・栄養士・薬剤師などが介護予防や社会資源の活用などを検討する）を１２ケ

ース１２回実施。 

さらに、それぞれの会議から課題を抽出する会議をスーパーバイザーの助言を受けて３回 

開催し、事業取り組みの方向性について検討を行った。 

【男のための座学～第二の人生を豊かにする】 

 男性の男性による男性のためのつどいの場として運営し、奇数月に運営委員会で活動内容

を企画し、偶数月に講座・遠足・実習などを実施した。咲くやこの花館（遠足）、栄養と食事

について（講座）、お味噌について（講座）、ミニ門松作り（実習）、自宅でできる体操（実習

／YouTubeで動画配信中）を開催し、延べ１３０名の参加があった。 

【スマートフォン講座】（生活支援体制整備事業や老人福祉センターと協働で開催） 

コロナ禍においてもシニア世代の方が社会とのつながりの維持と社会参加のきっかけ作り

を目的に企業の協力を得て開催。２１８名の参加があり好評であった。 

【いきいき百歳体操ロージム S１００】 

介護予防を目的に立ち上げ支援を行った。毎週水曜日に約２０名の参加者が自主的に運営し、

１０３５名の出席があった。企業の協力で歩行測定会を実施し、意欲の向上や新しい参加者に

つながった。 

【都島区介護事業者合同連絡会】 

介護支援専門員をはじめとした福祉専門職の横のつながりづくりと多職種連携を目的に、

アンケートや相談からのニーズによりテーマを設定し講座と交流会を開催した。第９回（８/

１８）「援助関係をつくりにくい人の支援（講師：社会福祉士）」、第１０回（１１/２９）「お

金にまつわるエトセトラ（講師：弁護士）」を開催した。 

③ 家族介護支援事業 

区民センターで対面形式で開催した。「コロナの介護ストレスを解消しよう」をテーマに、

公認心理士による「こころを元気にする方法」の講座や住みます芸人による漫才、区内の理学

療法士によるリフレッシュ体操を実施し７２名の参加があった。 

 



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生活困窮者自立相談支援事業［市公募事業］ 

窓口開設場所：都島区役所３階３２番窓口    

開設時間：平日午前９時～午後５時３０分 

 ア 新規相談受付件数 ３２５件（内、本人特定相談件数２２７件） 

 イ 支援決定・確認件数  ７３件（再プラン含む） 

 ウ 評価実施件数 ５８件（再プラン含む） 

 エ 支援継続中ケース数 １８件（令和４年３月末現在） 

 オ 訪問同行支援延べ件数 ２１２件 

① 自立支援調整会議 

支援調整会議開催件数  １１２件 

② 就労支援 

    ア 総合就職サポート事業 １７件（再プラン含む） 

    イ 生活保護受給者等自立促進事業利用件数 ９件（再プラン含む） 

③ 家計改善支援事業 １件 

④ 住宅確保と転居における支援 ３件 

⑤ 法律相談事業 

ア 定例法律相談（都島区での開催） ４/２８、７/２８、１０/２７、１/２６  

イ 法律相談利用者数  ５９件    

ウ 内、担当弁護士受任者数 １７件 

⑥ 緊急食糧等支援事業 

区内在住及び在住予定の生活困窮者等が、緊急かつ一時的に生計の維持が困難にな

った場合、食料等の生活に必要な現物、生計維持や就職活動に必要な経費を提供する

などの一時的に生活支援を行い、再び自立できる機会となることを目指し、区社協独

自事業として実施。      

実施件数  ３１件 

 

 

「家族介護支援事業」こころを元気にする方法 「いきいき百歳体操ロージムS100」 「男のための座学」咲くやこの花館（遠足） 
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⑦ 関係機関との連携 

環境事業局や大阪信用金庫、日本もったいない食品センターなどから、食料の寄付

受領機会が増加した。 

⑧ ブロック会議開催 

北ブロック連絡会 ６/２８、９/２８、１２/１６、３/３ 計４回開催  

   ⑨ フードパントリーの取り組み 

区見守り相談室等と連携し、各窓口の相談者の中で気になる方を中心に声かけした。

本年度は、特にひとり親世帯を対象に小中学校や放課後等デイサービス事業所等に協力

を得て広く周知した。フードドライブなどで集められた食料品や日用品、地域団体から

の食料等の寄付を活用して配付をおこなった。また出張相談窓口としての役割も担って

おり、「誰に助けを求めてよいかわからない」といった方の相談のきっかけとなるよう

実施した。 

本年度はアウトリーチの強化をめざし、第１２回は淀川地域、第１３回は東都島地域

への出張パントリーとして、開催にあたり、地域の連合振興町会や民生委員児童委員協

議会の協力のもと、会館や憩の家で実施した。また大阪市からの補助金「プラットフォ

ーム整備事業補助金」を活用して食料品を購入し、区内のパン屋の協力を得てパンの提

供を受けたり、ピザ会社の社会貢献の一環としてピザの無償提供受けるなど、都島区内

に所在する商店のご協力を得て実施した。 

 

（３）地域福祉コーディネート事業［区受託事業］ 

地域ごとの福祉相談窓口として住民からの相談に応じるとともに、アウトリーチにより、

困りごとのある世帯の発見に努めた。また、地域ネットワークを活かし、行政や相談支援

機関と連携しながら個別支援や地域づくりに努めた。 

体 制：９地域の福祉会館等に１０人(内１地域は複数配置)のコーディネーターを配置 

開設日・時間：月～金曜日、１日５時間の業務 

回 数 日 時 参 加 者 

第７回 ４月２７日（金）午後３時３０分～７時 

２８日（土）午前１０時～１２時 
１３組 

第８回 ５月２６日（木）午後３時～６時３０分 

２７日（金）午後２時～５時３０分 
１３組 

第９回 ６月２９日（水）午後４時～７時３０分 １８組 

第１０回 ８月１６日（火）午後３時～６時 １０組 

第１１回 １０月１２日（水）午後１時３０分～３時 

午後５時～６時３０分 
１７組 

第１２回 １２月２２日（木）午後４時～７時３０分 １３組 

第１３回 ３月 ３日（金）午後３時～７時３０分 ２５組 

合 計 １０９組 
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・コーディネーター連絡会 

奇数月 関係機関との情報交換 

偶数月 コーディネーターと担当職員で小規模な連絡会や研修会 

 個別支援や地域づくりの情報交換など、資質の向上を目的に開催。 

 

① 地域福祉コーディネーター連絡会・研修会 

 日程 内容 

連絡会 ４/８、５/１３、６/１０、７/８、８/１９、

９/９、１０/１４、１１/１１、１２/９、 

１/１３、２/１０、３/１０ 

個別支援や地域の活動などの情報共有 

スタンプラリー、フードパントリーの検討など 

研修会 「みんなちがってみんないい～知的障がい、

発達障がいを理解する～」 

７/８ 

知的障がい、発達障がいを理解する学習会 

大阪市手をつなぐ育成会に講師依頼する。 

コミュニケーション研修会 

「マスク着用時の表情の出し方、話し方につ

いて」 

１０/１４ 

マスク着用によって、表情が乏しくなっている

中で、再度、マスク着用時でも表情や声の出し

方などによって、感情を表出する研修会 

セルフケア研修会『ピラティス』 

３/１０ 

個別ケースの対応が深刻化する中で、ピラティ

スを活用し緊張を解きリラックスしながら自身

の身体について見つめなおす機会を設ける 

【コーディネーター新聞‘おうち日和’の継続発行】 

コロナ禍で地域でのつながりが途切れないようコーディネーター新聞‘おうち日和’

を年 4回発行。地域の宝箱では、各地域で活躍する人を順に掲載している。見守りや安否

確認を兼ねてポスティングや訪問、食事サービス等で声をかけながら配布を行った。 

   【スタンプラリーの拡充】 

「一日誰ともしゃべらない」「外出する機会が減り、足腰が弱ってきた」という住民の

声から‘おでかけスタンプラリー’が誕生。 

神社やＪＲの駅にも協力を得ながら、区内１３箇所のスタンプ地点で実施。 

令和４年度は、１４か所（期間限定で区役所で実施）で３９，４３５回のスタンプを

捺印、（内３か所は無人のため集計なし）３５０名が参加している。 

スタンプが１５個もしくは３０個の達成者は３４８人おられ、一番多い方では２７回

達成している。 

 また、各地域の会館などでは、地域 

社会福祉協議会や連合振興町会などの 

協力のもと、地域独自の取り組み（脳 

トレや塗り絵、折り紙、川柳、クイズ、 

スマホ講座、ラジオ体操など）に発展 

している。 
大東福祉会館 （脳トレや塗り絵） 
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〇孤立発見プロジェクト 

 令和３年１月より発足し、地域を基盤とした多面的・多角的な孤立世帯の掘り起こしを

おこなった。 

・プロジェクト会議：孤立世帯を発見するための仕組みを検討する会議  

 ６/２１、２/２８ 

 

【つながりいろいろ交流会】 

孤立している世帯の増加のともない、課題のある

ケースが埋もれてくる中で、早期に発見し支援がで

きるように、地域住民、支援者のつながりができるよ

う、多様な団体の取り組み紹介や異業種交流会を実

施する。 

１２／２ 午後１４時～１６時３０分 

地域住民、ＵＲやボランティア団体、弁護士など 

４９団体７０名が参加 
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       【コンビニとの連携】 

ファミリーマート３店舗と ICTを活用した相談の仕組みをモデル的に実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域への出張講座】 

ひとり暮らしや高齢者のみの世帯などが活用できる社会資源や相談窓口、地域で長く暮らす

ために参加できる地域の活動の紹介などの講座を実施した。また、みやこじまあんしんカプセ

ルの周知を行い、自宅で万が一の事態に備えることの重要性について説明をおこなった。 

開催日 開催場所 参加者 

７/１３ 西都島老人クラブ連合会 ２５名 

１/１１ 東都島老人会（長寿会） ９名 

 

（４）地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業［大阪市委託事業］ 

① 要援護者名簿をもとにした見守り活動の推進 

ア 郵送による同意確認 

   新規対象者 ８７６人  回答数 ５２２件 

イ 訪問による同意確認 

   総訪問数  ５３１人  回答数   １３４件 

ウ 見守り活動連絡会及び名簿交換の開催 

地域名 日 時 対 象 場 所 

桜宮地域 
７/２５ 地域活動協議会 桜宮福祉会館 

７/２６ 民生委員 桜宮福祉会館 

中野地域 
１０/３０ 

１２/５ 

連合振興町会・民生委員・ 

中野見守り事業 
都島区民センター 

東都島地域 
３/２４ 民生委員 東都島福祉会館 

３/２１ 連合振興町会 東都島福祉会館 

西都島地域 
２/２４ 民生委員 西都島福祉会館 

２/２０ 連合振興町会 西都島福祉会館 

内代地域 ２/８ 連合振興町会、民生委員 
内代福祉会館 

内代福祉会館 
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高倉地域 
１１/１６ 民生委員 高倉福祉会館 

１１/２１ 連合振興町会 高倉福祉会館 

友渕地域 
１/１４ 地域活動協議会 友渕福祉会館 

１２/２６ 民生委員 友渕コーポ 

淀川地域 
６/４ 民生委員 

淀川福祉会館 
６/１８ 連合振興町会 

大東地域 
５/１７、５/１８ 

３/１４ 
連合振興町会、民生委員 大東福祉会館 

② 孤立世帯等への専門的対応 

ア 相談件数               ３，９７４件 

新型コロナウイルス感染症の影響で、経済生活問題・就労に関する相談が増加。 

イ 相談実人員                ８４７人 

ウ アウトリーチ(支援拒否)            １９７件 

③ 認知症高齢者等の行方不明時の早期発見に向けたメール配信（通称：見守りメール） 

ア 配信先協力団体         １２０団体    

イ 登録者現在     ７５人 

ウ 配信件数      １件   

 

 

 

 

 

 

 

（５）生活支援体制整備事業  

①  協議体の設置及び会議の開催 

ア 第１層協議体会議 

 開催日 ７/１３、９/２６、２/１５、３/１７ 

 内 容 計画や実施の報告、検討課題の共有など 

イ 第２層協議体会議 

       開催日 （北部包括圏域）１/１６ 

（区包括圏域） １/１７ 

内 容 取組み報告、今後の展開など 

② 地域資源・サービスの開発等 

ア 新規立ち上げ、拡充件数：介護予防（趣味、学習、運動）７件 

             ：生活支援          ３件 

イ 重点的な取り組み 

「 見 守 り 相 談 室 」 の 活 動  
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・ スマートフォン講習会 

都島区地域包括支援センターと老人福祉センターと協働し、「スマートフォン講習

会」を開催した。高齢者がＩＣＴを活用し他者との交流、つながりづくりができるよ

う企業の協力を得て、延べ人数２１８名と多くの高齢者が受講された。 

・ コープ２１ 

 中野地域の分譲マンション‘桜宮リバーシティコープ２１’の活動の支援をおこな

った。高齢者を対象とした『終活講座』実施に向けて検討を重ねた結果、令和４年度

中の開催には至らなかったが、実施に向けて引き続き支援をおこなう。 

・ 毛馬コーポゆうゆうクラブ 

淀川地域のマンション住民でつくる「毛馬コーポゆうゆうクラブ」では、これま

でに在宅医療勉強会や、有償ボランティア活動など重層的な活動を実施。 

外出が難しい高齢者のために「座ったまま体操」のＤＶＤ作成について支援を行

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ③ 映画会の開催 

１）地域福祉活動支援事業、老人福祉センター高齢者の生きがいと健康づくり推進事業

と共催で、人生１００年時代を健やかに過ごすポイントを考える機会として開催した。 

・上映作品 『お終活-熟春!人生、百年時代の過ごし方』 

・日  時 令和４年１１月５日(土)午前１０時３０分～午後０時３０分 

・会  場 大阪私学会館４階講堂 

・参加者数 １１９人 

 

１）地域福祉活動支援事業、高齢者の生きがいと健康づくり推進事業と共催で、人生

に残された限りある時間をその人らしく過ごすことをテーマに考える機会として開

催した。 

・上映作品 『みとりし』 

・日  時 令和４年１２月２３日(金)午後１時３０分～午後３時３０分 

・会  場 都島区民センター１階ホール 

・参加者数 １９５人 

スマートフォン講習会          中野地域コープ２１ 打合せ 
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（６）あんしんさぽーと事業（日常生活自立支援事業）の実施           （件） 

 認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 不明･その他 総数 

相談件数(延べ) ２，０６２ ４８７ ４６０ １３ ３，０２２ 

    居宅連絡会・事業者合同連絡会・包括運営協議会にて事業説明 （参加者）延１２８名 

 

（７）生活福祉資金貸付事務事業                    （件） 

 相談件数 

総合支援資金延長、再貸付含む（内コロナ関連） １４６（１１４） 

教育支援資金 １１９ 

生活福祉資金 １６５ 

緊急小口資金（内コロナ関連） １６２（１１５） 

臨時特例つなぎ資金 ０ 

不動産担保型資金 １ 

合  計 ５９３（２２９）   

 

１０ 介護保険事業の実施状況 

居宅介護支援事業                                 （件） 

 

 

 

                           

１１ 介護予防事業の実施状況 

大阪市介護予防教室（なにわ元気塾） 

生活機能の向上や認知症予防などの観点から、体操や口腔・栄養、創作活動やレクリエーシ

ョン活動などを各地域の会館等において実施した。７月には「なにわ元気塾」に参加されてい

ない方を対象にして体験教室を開催しました。新たに２２名の方が登録されて、３月末時点で

２１４名の登録がありました。 

実施回数：１２１回  参加者：１４８３人（延べ）※全日程を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

「なにわ元気塾」体験教室 （R4.7.21） 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

介護予防サービス計画作成書件数 29 29 28 25 26 26 25 24 23 23 23 22 25.25

介護サービス計画書件数 28 27 28 29 31 28 32 34 35 34 33 34 31.08
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１２ 老人福祉センター事業報告［大阪市委託事業］ 

健康維持・介護予防につながる事業を中心に運営を行った。特に地域の活動が休止の間は、

高齢者の拠点施設として、百歳体操などを複数回実施し、認知症予防トレーニングや脳活・脳

トレチャレンジ実施。また、高齢者への周知のためホームページを毎月更新し、センターだよ

りの発行など情報発信をこまめに行った。 

（１）事業内容 

① 講座・講習会・イベント等 

                 

 

 

 

 

 

② その他の事 

   ●都島区老人クラブ連合会の支援 

毎月１回定例会の開催、スポーツ大会等の共催事業の実施や会員募集などの支援を 

行った。 

   ●相談支援事業 

日常生活の困りごとや介護・認知症など各種相談援助事業を実施した。 

 相談件数：１３件 

 

項  目 実施回数  参加者数（人） 

健康体操講座・介護予防教室等 ６回 １１８ 

脳活・脳トレチャレンジ ７回 １１１ 

認知症予防トレーニング １２回  ２０２ 

ラジオ体操・みんなでラジオ体操 複数回  ３，１９３ 

おでかけスタンプラリー 複数回 ６，９９２ 

レクリエーション事業等 ２回 ４８ 

作品展 １回 １４３ 

「すこやかマッサージ＆ダンス」 「認知症予防トレーニング」 


